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A study on the theory of the school health ( II ) 

: The content areas of the school health 

Yoshikazu NOMURA 

The aim of the Study is to examin the costructing process of the idea about the content 

areas of the school health. 

The results are as follows ; 

1 . In Japan, it is accepted in general that the school health is constructed with the two areas, 

health education and health administration. 

2 . This idea is based on the regulation for business of the School Health division in the Minis-

try of Education, Science and Culture Establishment Law. 

3 . Manabu OGURA was attempt to theorize that idea refering to the theory of the educational 

administration emphasized by Eiich MOCHIDA. 

And, then, he could not succeed in the effort fully because of the misunderstanding about 

the concept of "administration". 

But, by the result of his effort, the generalization of that idea was facilitated. 

4 . In Japan, it is one of the problems in the theoretical study of school health that effort of de-

finiting the terms relating this disciplihe has been underestimated. 
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して，「学校における保健衛生及び学校給食に関

し，援助と助言を与えること」が定められた。

　さらに昭和27年8月30日，文部省組織令が公布

され（政令第387号），「保健課」は，以下のよう

な事務をつかさどるものとされた。

　ユ．学校における保健教育及び健康管理に関

　　　し，左（ママ）に揚げる事務を行うこと。

　　イ．基準を設定し，及びその実施に関し，指

　　　　導と助言を与えること。但し，健康教育

　　　　に関しては，学校教育に関する一般的範

　　　　囲内で行うものとする。

　　口．学習指導要領及び学校保健計画実施要領

　　　　の編修及び改訂に関すること。

　　ハ．資料の収集および提供に関すること。

　　二．手引書，指導書，パンフレット等の作成

　　　　及び提供に関すること。

　　ホ．研究集会，講習会その他の催しの主催又

　　　　はこれらへの参加に関すること。

　　へ教職員の現職教育に関し，指導と助言を

　　　　与えること。

　2．虚弱な児童，生徒または幼児の保健に関し，

　　　指導と助言を与えること。

　3．運動医事に関し，指導と助言を与えること。

　4．学校医，学校歯科医，養護教貝その他の学

　　　校保健関係職員に関し，指導と助言を与え

　　　ること。

　5．教員保養所に関すること。

　6．学校身体検査に関すること。

　7．学校保健分科審議会に関すること。

　以上の内容は，以下に示す戦中並びに戦直後の

文部省訓令において示された「衛生課」あるいは

「保健課」の事務分掌を改訂したものである。注4）

文部省訓令（ユ7．1ユ．1）…　改正

　第七條

　（体育局衛生課の事務）

　一　学校二於ケル設備衛生及教授衛生二関スル

　　　コト

　ニ　学徒ノ衛生訓練二関スルコト

　三　学校身体検査二関スルコト

　四　学校給食其ノ他衛生養護施設二関スルコト

　五　学校医及び学校歯科医二関スルコト

　六　養護訓導及養護婦二関スルコト

　七　教員ノ保健及保養所二関スルコト

八　其ノ他学校二於ケル衛生二関スルコト

　この事務分掌の改訂で，「保健教育」に関する

内容が加えられたことは，第1次米国教育使節団

報告書の影響を受けた結果と考えられる。注5）

　その後1958（昭和33）年5月1日，体育局が設

置され，従来主として初等中等教育局で所掌して

いた学校保健に関する内容が，体育局の学校保健

課へと移された。この改正で文部省設置法に，体

育局の事務のひとつとして「学校保健（学校にお

ける保健教育及び保健管理をいう。）の向上」が

規定された。

　さらに同時に行われた文部省組織令の一部改正

によって，それまでの「学校における健康教育及

び健康管理に関し」という表現が，「学校保健に

関し」と変更された。

　そしてその後一貫して，学校保健の領域を考え

る場合のよりどころとされてきている。

　2）学校保健法との関係

　1957（昭和32）年の保健体育審議会の答申「保

健体育の振興に関する答申」においては，「学校

保健の振興に関する方策について」として，「学

校における健康管理」並びに「学校における衛生

及び安全の保持」という表現が用いつつ，立法措

置と予算措置の必要性を取り上げた。

　この答申に基づいて1955（昭和33）年に制定さ

れた学校保健法においては，「この法律は学校に

おける保健管理に関し必要な事項を定め」という

具合いに，「保健管理」についてのみを扱っている。

その理由は，学校保健法が「学校教育法を基本法

とするところの特別法」（12）であり「保健教育は，

学校教育法に基づく教育課程全体の申で取り扱う

べき」ζユ3）ものであるとの判断に立ってのことで

ある。結局，学校柾健が保健管理と保健教育から

なるとの見解に立ちながら，保健管理のみを扱う

法律に学校保健法という名称を付けたことは問題

とされるべき点ではあるが，既に2領域論を前提

としたものであったことにここでは注目する。

　この法律の制定以前に全国学校保健推進協議連

合会は，学校保健法の内容として！2項目を含むこ

とを要望していたが，その中には「健康教育の目

標，内容，指導方法と，その指導者の身分，責任

等を明らかにする」といった保健教育に関するも

の，更に「学校保健の内容と定義とを明らかにす
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保健教育

基　　礎

保健管理

学　　校

　学校保健

　組　　織

保　　健

↑応用的

↓基礎的

注）実際には上記の識頁域の間には圃然とした境界

　があるわけではなく、各領域の間は相互漫透的で

　あると考えられる。

　　図2　分類案（基本分類）のイメージ

案（22）もあるが，現在のところ一般的には受け入

れられていない。注9）

　ところでここで注目すべきは小倉学の考え方で

ある。小倉は「学校保健を保健教育と保健管理を

統合したものとして把えることに問題がないわけ

ではない」との観点で，さらに「学校保健が保健

教育と保健管理で成り立つといっても，それが学

校教育の中で，どのように位置づけられるかとい

う視点がないと，『はじめに学習保健ありき』と

いうような，学校保健関係者だけの独りよがりの

断定に陥りかねない」として，その根拠を模索し，

結果的に持田栄一の理論を持ち込むこととなる。

つまり，「学校教育の運営は，持田栄一氏が提唱

したように教授＝学習過程と，それを統制支持す

る管理＝経営過程との統合・関連によって進めら

れる。このような運営の仕組みから見れば，保健

教育は国語・算数など各教科の教育とともに教授

＝学習過程に位置づけられる。保健管理はそれを

支える管理＝経営過程の中の必要不可欠な要素で

ある。」（23）という具合いに，持田の論を導入しつ

つ，表ユのように対比を行った（24）。そして「保

健管理」に関しては，C．E．ターナー（C．E．Tumer）

の考えに基づき，「支援すること」としているが，

これは正しく解釈すれば，後にも述べる「経営管

理」の観点に立つ用語である。注11）

　しかし結果的にこの考え方が，2領域論をより

一般的にすることを促進したといえる。

　4．2領域論の問題点

　2領域論の裏付けに，持田栄一の提唱あるいは

同様の理論を用いたのは，小倉以外には佐守信男

と白戸三郎である。

　佐守信男は学校保健の2領域論を認めた上で，

「保健教育は保健科という教科の問題でありま

す。そして保健管理は学校経営，学級経営，いわ

ば教育行政の問題であります。」（25）と述べている。

この「保健教育」の捉え方には多少問題があるが，

「保健管理」については，妥当な解釈といえる。

　一方白戸は，「学校教育の目的を達成するため

に営まれる学校の運営には，教授＝学習過程と，

これを円滑にすすめるための経営管理過程との二

つの姿があり，この両者が有機的に統一的に行わ

れて，はじめて学校運営が円滑に実施される。そ

して学校保健の領域のうち，保健教育は前者に，

保健管理は後者に位置づけられる。」（26）と述べて

いる。しかし彼は一方で，「保健管理」とは，「児

童・生徒・学生および幼児ならびに教職員にたい

表工　保健教育と保健管理の対比

白律的か他律的か 効　　果 関係職員 学校運営の過程

学習効果として，児 より間接的 学級担任

童生徒が自律的に判 永　続　的 保健教師

保健教育 断・行動して健康を （ママ）注m） 教授＝学習過程

保持増進することを

期待

専門職のリーダー より直接的． 学級担任

シップのもとに他律 非永続的 保健主事

保健管理 的な世話（Care） （管理下に限 専門職員 管理＝経営過程
サービス（Se・Vi・e） 定されがち） 養護教諭

活動をすすめる 学校医

学校歯科医

学校薬剤師
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して行われる健康を守るための他律的な世話
（Hea1th　care）」と定義したため，小倉と同様，

後に述べるような持田の指摘する「管理」概念の

混乱に陥っている。

　つまり持田のいうことろの，次のような問題提

起に答えることが出来なかった。それは，「最近，

学校保健法にいうところの保健管理の「管理」と

いう概念を学校教育法の第5条や地方教育行政法

の第23条にいうところの行政機能の総体としての

「管理」と混同して理解する向きがみられるが，

保健管理でいう「管理」は本来的にはヘルバルト

教育学でいうところの教育学的概念としての「管

理」と解するべきであろう。上記の3つの管理概

念が相互に関連するものであることはもちろんの

ことであるが，概念の混乱をさせるためにはいち

おう3者の意味のちがいを明らかにしておく必要
がある。」（27）ということである。

　すなわち持田の論を正しくとらえるなら，「学

校管理」と「保健教育」とを，併置するといった

考え方には至らないはずである。つまり持田は，

近代公教育学校は，「教授：学習過程」と「教育

管理＝経営過程」とを，「本来的には統一して存

在しているにもかかわらず，両者を対立させてと

らえ，しかも，両者が『予定調和』を保つと前提

している。・・一このことに起因してさまざまの

教育の歪がつくり出されていることは，ここで述

べるまでもなく周知のところ」（28）であり，これ

らの過程を「教授：学習活動を基礎として統一」

することの必要性を述べていると受け止めるべき

である。

皿．まとめ

　わが国では，「学校保健」を「保健教育」と「保

健管理」の2領域からなるものであるというとら

え方が一般的であり，その根拠は文部省設置法の

学校保健課の事務規定に求められている。こそに

おける規定は1958（昭和33）年の改正時に出現す

るが，それま’での文部省組織令における規定に基

づいている。

　さらにその文部省組織令における規定は，戦前

並びに終戦直後の衛生課（あるいは保健課）の事

務規定に，第一次米国教育使節団報告書の影響で，

「健康教育」を加えて成立したと考えられる。

　以上の通り，文部省の事務所掌として併記され

ている「保健教育」と「保健管理」を以て，学校

保健の一般的領域論が成立してきているが，そこ

でその2領域論を理論付けようと試みたのは小倉

学が代表的であり，それは持田栄一の提唱を背景

としている。だがその際の持田の論旨の解釈が必

ずしも妥当ではなかったため，「管理」概念の混

乱をもたらしている。しかし結果的には2領域論

の一般化を促進したことになった。

　これまでの経過をアメリカ合衆国の状況との対

比でみると，それぞれ一般性のある領域論が存在

するという点では共通性があるが，わが国の場合

はタ∵ミノロージーが行われていないということ

が特徴的であり，それが理論面の研究の発展に

とっての大きな弱点といえる。

　　　　　　　　　　　注

注1）その後出版された学校保健関係の書物の大部

　　　分が，この考え方に則っている。

注2）白戸三郎は，「保健組織活動」を，「保健教育」

　　　や「保健管理」領域における間題解決と，両

　　　者の関連と調整をはかる機関としての重要な
　　　活動としている（4）。

注3）厚生統計協会出版の「国民衛生の動向」にお

　　　いて，2領域論が出されたのは，1962（昭和

　　　37）年であり，1967（昭和42）年まで続いて

　　　いる。

　　　その後1975（昭和50）年までは，「学校保健

　　　組織活動」を加えた3領域とされ，その後再

　　　び2領域論となっている。

　　　なお，この時期にその執筆に関係したのは，

　　　湯浅謹而，能美光房，植村肇，岡本麟太郎ら

　　　である。

注4）文部省訓令（昭和20年7月11日）により学徒

　　　動貝局が設置された際には，その「第二條」

　　　の中で「保健課二於イテハ左ノ事務ヲ掌ル」

　　　として，同様の内容が定められた。

　　　ただし，「八」項の中の「衛生二関スルコト」

　　　が，「保健衛生二関スルコト」ξされた。

　　　その後，文部省訓令（昭和20年9月5日）に

　　　よって体育局の復活が行われた時点では，改

　　　正点は全くなかった。

注5）戦後初期の教育改革における保健体育に関す

　　　る政策の実証的な研究は，占領軍側の資料の

　　　分析によって現在進行中である。その成果の

　　　一部は，草深直臣らによって，「体育・スポー

　　　ツの戦後初期改革の研究」として公表されて

　　　いる。詳しくは日本体育学会第41回大会号並

　　　びに補足資料を参照されたい。

注6）全国学校保健推進協議連合会の要望内容は，
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　　　以下の通りである。

　　（1）学校保健の内容と定義とを明らかにする。

　　（2）学校設置者，教育行政庁，学校長，生徒保

　　　護者等の学校保健に関する責任を明確にす

　　　る。

　　（3）学校保健の基本条件を明らかにする。

　　（4）健康教育の目標，内容，指導方法と，その

　　　指導者の身分，責任等を明らかにする。

　　（5）学校における健康管理の基準とこれに対す

　　　る学校長の責任，健康管理者（学校医，学

　　　校歯科医，学校薬剤師，養護教諭等）の責

　　　任を明らかにする。

　　（6）学校保健委員会の目的，構成，運営等につ

　　　いて明らかにする。

　　（7）学校保健主事の身分，責任，設置等につい

　　　て明らかにする。

　　（8）就学前身体検査の実施の主体を明らかにし，

　　　その適正な運営実施を期する。

　　（9）教員保養所の目的，設置，義務，一運営等を

　　　明らかにし，その適正な運営をはかる。

　　①o都道府県並びに市町村単位の学校保健審議

　　　会の設置をはかる。

　　⑪学校保健に関する国，都道府県，市町村等

　　　における予算措置を明らかにす糺

　　㈹中学校，高等学校における現在の保健体育

　　　科を保健科と体育科の二科目にわけ，保健

　　　科の履修時間を最低一週一時間とし，体育

　　　科の履修時間を最低一週三時間として健康

　　　教育の万全を期する。

注7）中学校保健計画実施要領（試案）の制定過程

　　　については，以下の文献・資料が詳しい。

　　　藤田和也（ユ978）：保健科・学習指導要領の

　　　研究『学校保健計画実施要領』．体育科教育，

　　　2◎一8，　pp．45－48

　　　森昭三　戸野塚厚子（1985）：ヘレン・マン

　　　レー女史と『学校保健計画実施要領』．学校

　　　保健研究，27－12，pp．585－591

　　　三浦正行他（1990）：体育・スポーツの戦後

　　　初期改革の研究⑥一「学校保健計画実施要領

　　　（試案）」の作成過程とヘレン・マンレーの

　　　役割一．日本体育学会第41回大会大会号B，

　　　pp．738並びに発表時配布資料

注8）学会活動委員会は，学校保健学研究領域分類

　　　の目的の中で，「学校保健学推進のため」の
　　　ものとして，以下の2点をあげている（21）。

　　①研究成果の増大にともなって，その効率的

　　　な利用のためには文献目録の作成，用語の

　　　統一などが要求される。その前提条件とし

　　　て研究領域分類の確立が必須である。

　　②学校保健学の体系化，構造化の作業を恒常

　　　的に進めておくことは，各研究者の研究課
　　　題の位置づけなとの観点から重要なことと

　　　考えられる。

　　　さらに「学校保健学研究領域分類の原則」と

　　　して，以下の5点をあげている。

　　（1）学会が行う分類にふさわしい学術的なもの

　　　であること。

　　（2）学校保健学の研究領域を，何らかの理論的

　　　枠組みをもとに，整理・構造化するもので

　　　あること。

　　（3）既成の領域分類から，著しくは異ならず，

　　　その意味で現実的であること。

　　（4）学会活動を推進するうえで，利用可能な実

　　　用的なものであること。

　　（5）学校保健の新しい発展に対応しうる柔軟な

　　　構造を持つものであること。

注9）野村和雄は学校保健の理論化ということを強
　　　く意識しつつ，具体的提案を行った（22）。

　　　彼は「学校保健活動においては，環境の中の

　　　主体がどのように生活（行動）しているか，

　　　の脈絡で総体的にとらえられねばならないか

　　　ら，理論化もそうあるべき」である，との観

　　　点から，以下のような6領域案を提起してい

　　　る。

　　（1）集団的管理健康診断のように，短時間に

　　　集団を処理し健康問題を把握・評価する活

　　　動。

　　（2）巡回的活動　健康観察，環境衛生，安全管理，

　　　のように校内を巡視しながら，把握改善を

　　　行う。

　　（3）個別的指導　健康相談，救急処置のように，

　　　問題のあるケースに対して行う活動。

　　（4）対策的活動　伝染病予防など，将来起こり

　　　うる事象に対しての日常の活動。

　　（5）随意的活動　学校生活の保健的配慮，障害

　　　児への配慮など，いわば表立った活動では

　　　ない，教育活動に対する側面的援助。

　　（6）集団的指導　保健教授：学習，集団的保健

　　　指導のように，多くは知的側面に働きかけ’

　　　る活動。

注10）ここでいう「保健教師」とは，保健の授業を

　　　担当する教師の意味である。

注11）C．E．ターナー著（高橋喜一紹介）の「健康教

　　　育の原理」（29）に「学校における健康管理」

　　　という章があるが，これは正に「経営管理」

　　　の「管理」である。

　　　　また田中恒男も次のように指摘している。

　　　それは，一般に学校保健を構成するといわれ

　　　ている「保健管理」は，彼らがいうところの

　　　「保健管理学（scicnceofhea1thcare
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adiministration）」と異なること，それは特に

「医学的要因の介入がいかに教育を左右する

か」という点への関心が弱く，主として心理

学的側面，せいぜいそれに社会的側面を考慮

した程度で学校における活動を捉えようとし

ているため，対応しきれないこととなってい
ると批判している（30）。
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